
廓頂丿貯ﾖ霧､ﾖ聡

1993年(平成５年)４月７日(水曜日)
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し

｜●●・１言
倒
す
る
Ｃ
レ
ｋ
あ
る
屑
気
だ
が
、
こ
の
治
療
に
マ
イ
ク
ロ
カ
テ
上
ア
ル
を
使
之
趾
管
丙
手
術
が
試
ｙ

ぺ
み
ら
れ
て
い
る
。
脳
の
血
管
に
細
い
管
を
入
れ
、
血
栓
溶
解
剤
注
入
な
ど
を
行
う
治
療
だ
。
発
症
ハ

｝
後
、
数
時
間
以
内
に
行
政
Ｓ
丹
び
血
流
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
後
濃
馨
あ
る
程
度
防
ぐ
こ
ぺ

丁
と
専
晶
だ
誕
来
の
外
科
手
術
や
内
科
的
治
療
に
次
ぐ
新
し
い
療
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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脳
梗
塞
（
Ｃ
つ
そ
ぐ
）
は
．
頭
の
血
管
が
堅
ち
た
り
賢
左
つ
て
血
流
障
害
名
と
し
．
卒
Ｊ

・
Ｉ

　

―

　

ｉ

　

―

　

脳
梗
塞
に
は
主
に
脳
京
極
（
そ

ぐ
ｔ
ん
）
と
脳
血
栓
の
二
つ
が
あ

る
。
治
療
と
し
て
は
、
詰
ま
っ
た

部
分
に
頭
の
別
の
血
管
を
つ
な
ぐ

ル
を
太
わ
一
い
占
動
脈
か
ら
入
れ
、

エ
ッ
ク
ス
線
造
影
で
確
認
し
な
が

ら
、
脳
の
詞
変
部
ま
で
挿
入
す
る
。

脳
塞
栓
で
は
血
栓
が
血
管
掌
か
さ

バ
イ
パ
ス
手
術
な
ど
外
科
治
擬
が

　

い
で
い
る
の
で
、
ま
ず
カ
テ
ー
テ

あ
る
。
・
札
幌
医
大
脳
神
経
外
科
の
ル
先
端
で
血
栓
を
粉
砕
。
そ
の
後
、

大
滝
雅
又
助
手
に
よ
る
と
、
脳
塞

　

血
栓
溶
解
剤
を
注
入
し
て
溶
か
し

栓
で
は
詰
ま
っ
た
血
管
の
場
所
や
て
し
ま
気
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Ｆ

程
度
に
よ
っ
て
、
手
術
が
で
き
な

　
　

脳
血
栓
の
場
合
は
先
端
に
バ
ル

い
こ
と
も
多
く
、
ほ
と
ん
芦
ほ
薬
Ｉ
ン
（
風
船
）
の
付
い
た
カ
テ
ー

Tマイクロカテ¬･テル

　

を
哭
内
科
的
治
療
に
な
る
と
い

　
　

そ
の
た
め
死
亡
率
が
高
く
、
命

。
を
取
扱
留
め
て
刄
植
物
状
態
や
半

　

身
ま
ひ
と
い
っ
た
後
溥
緊
歿
す

ん
ど
ら
少
な
ぐ
な
い
。
‘
マ
イ
ク
ロ

バ
。
カ
ー
Ｔ
テ
ル
手
術
は
発
認
後
、
。
で

’
き
る
が
ぼ
ｙ
ｘ
血
篁
簸
赫
通

　

さ
せ
る
の
が
目
的
。
後
遠
症
な
ど

ヽ
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
新
し
い
治

　

療
だ
。

　
　
　
　
　

サ

　

“

。
・
。
直
径
が
・
一
い
以
下
の
カ
テ
ー
７
　

ｊ
ｌ

　

ｊ
ｌ

　

ｌ
Ｉ

　

―
－
－
－
－
－
Ｌ

テ
ル
を
同
じ
よ
う
に
押
入
す
る
。

脳
塞
絵
ど
違
い
血
管
に
は
透
き
間

が
あ
る
の
で
、
バ
ル
ー
ン
を
膨
ら

‘
ま
せ
る
こ
と
で
ヅ
ご
の
透
き
間
を

ｔ
Ｉ
；

広
げ
血
流
を
取
り
戻
す
。

　
　

ヽ
の
二
年
間
に
既
に
五
十
人
以
上
を

　

札
幌
医
大
や
関
連
祠
弓
丿
芒

　

こ
の
方
法
で
治
療
し
て
い
る
。
大

「
カ
ー
ア
ー
テ
ル
治
療

は
救
急
体
制
の
盤
備

も
必
要
」
と
話
す
新

谷
副
院
長
（
右
）
。

左
は
札
医
大
の
大
滝

助
手

樽
脳
神
経
外
科
阿
院
の
新
谷
俊
幸

副
院
長
は
「
脳
塞
栓
は
深
夜
寝
て

い
る
間
に
突
然
倒
れ
る
こ
と
が
多

い
が
。
一
刻
も
早
ぐ
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
救
急
車

で
遠
ぼ
れ
た
愚
考
が
病
院
を
た
ら

い
回
し
書
れ
た
ぴ
す
る
と
、
・
救
命

滝
助
手
は
『
平
均
す
れ

　

宇
ｙ
範
だ
け
下
が
る
こ
と
に
な

ば
発
症
か
ら
再
開
頑
ま

　

る
』
と
話
し
て
い
る
．

で
四
時
間
半
で
、
外
科

　

如
さ
っ
ぽ
ろ
脳
神
経
外
科
病
院

手
術
の
時
の
半
分
で
済
ド
（
札
幌
・
．
厚
別
区
）
の
山
村
明
範

む
．
再
開
通
案
も
八
割

　

影
腎
ぼ
『
脳
血
栓
は
．
死
亡
率

で
．
借
愚
客
飛
羨
る
が
高
い
脳
底
動
脈
の
狭
さ
ぐ
も
バ

だ
け
少
な
ぐ
＼
ｍ
Ｓ
Ｐ
　
'
　
　
.
　
　
　
　
　
　
　
　
　
:

か
な
見
裂
果
が
あ
っ
た
」
と
斬
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　

く

血
管
に
挿
入
し
血
流
確
保

短
時
間
で
手
術
後
遺
症
軽
く

　

マ
ｆ
ク
ロ
カ
テ
Ｌ
テ
ル
に
よ
る

　

脳
梗
塞
治
療
前
後
の
エ
ッ
ク
ス

　

線
写
真
。
Λ
術
前
▽
の
丸
印
が

り
詰
ま
っ
た
部
分
。
治
療
後
は
先

　

ま
で
血
管
が
再
開
通
し
て
い
る

ル
ー
ン
治
療
が
可
能
だ
。
発
症
後

六
時
間
以
内
の
手
術
で
班
い
て
帰

っ
だ
墨
裏
匹
た
」
と
い
っ
て
い

る
。
同
大
脳
神
経
外
科
の
端
和
夫

教
授
も
「
血
管
牽
直
接
治
療
で
き
、

患
者
に
は
開
頭
手
術
ほ
μ
鍋
担
は

か
か
ら
な
い
点
で
評
価
で
４
る
。

再
発
を
い
か
に
防
ぐ
か
な
μ
額
題

は
あ
る
が
、
患
者
の
状
態
に
合
わ

せ
た
治
叙
法
の
一
つ
と
し
て
、
外

科
は
も
ち
ろ
ん
内
科
の
医
師
に
ｔ

理
解
し
て
ほ
し
い
方
法
だ
」
と
話

し
て
い
る
。
ｙ

　

ド

‘

　

く
脳
塞
栓
患
者
犬

―

　

‐
徐
々
に
増
加
プ

レ
ー
脳
梗
寒
ほ
脳
出
典
く
も
膜
下

ダ
出
圭
原
因
と

ノ
な
る
病
気
。
脳
動
脈
の
同
気
だ
が
。

ど
贅
の
愚
者
ぼ
号
て
か
体
の
別
の
爵
の
血
管
に
で
泉

ら
二
時
間
以
内
に
医
療
機
関
に
潭

１
≫
０
脳
塞

ぱ
れ
尤
治
磨
曼
ゆ
窟
唇
の

ｄ
ａ

時
間
は
短
廿
れ
ぱ
短
い
ほ
ど
い
い
。
に
分
け
身
宕
Ｊ
し
Ｐ
㈹
‐
・

　

ｉ
－
－

ぺ
結
果
が
出
て
や
る
。
岫
塞
栓
で
こ
。
諺
謬
ほ
ヽ
心
臓
弁
膜
症
や
心
房

　

の
治
娶
蝶
一
に
Ｔ
脈
忿
鮑
小
。
細
駒
貨
ヽ
心
臓
病
に
よ
っ
て
で

い
い
ト
ト
ト
レ
ト
｀
“
…
…
ト
‘
」
’
‐
・
き
た
血
栓
で
起
こ
る
こ
と
が
多

い
。
一
方
、
脳
血
栓
は
高
血
圧
や

糖
尿
問
。
。
高
脂
皿
症
と
い
っ
た
、

動
脈
硬
化
に
な
ぴ
や
で
］
い
鰐
気
を

持
つ
人
が
か
か
ぴ
や
す
い
。
日
本

渫
肺
血
栓
の
比
率
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
・
心
臓
病
が
増
え
・

て
き
て
お
吠
脳
塞
栓
思
者
が
徐
－

々
に
増
え
て
い
る
。

　
　
　

」

　

Ｊ
Ｅ
状
は
病
変
の
で
き
る
個
所
に

よ
る
が
、
失
語
や
体
の
ま
ひ
な
ど

夕
伴
う
。
症
状
が
徐
々
に
進
行
す

る
脳
血
栓
に
比
べ
｛
脳
塞
栓
は
昼
。

問
。
突
然
意
識
奮
夭
ラ
な
ど
突
発

‐
的
に
発
症
す
久
ど
と
が
多
い
。

　

仮
に
血
管
が
詰
ま
コ
れ
伺
副

加
抒
路
と
吽
ぼ
れ
る
別
の
血
管
か

ら
血
流
障
翌
ｓ
？
’
に
差
脳
細
胞

に
血
液
が
送
β
れ
る
１
０
と
の
血
行

『
路
が
で
き
や
す
い
か
と
ク
か
は
個

人
差
が
あ
る
。
脳
梗
塞
で
も
皿
行

路
が
あ
ゑ
扉
？
開
い
て
い
れ
ば

症
状
が
軽
い
が
、
少
な
い
時
は
短

時
間
内
に
病
変
の
あ
る
血
管
を
再

開
通
さ
せ
な
け
れ
ば
後
遺
症
が
残

っ
た
り
、
最
悪
の
甕
晃
ぬ
こ
と

も
あ
る
。
ダ
ヽ
’
…
…
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